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～ 人が輝き　世界へはばたく　土と炎のまち　有田 ～

2016年は日本磁器誕生・有田焼創業400年です

喜びと感謝を胸に
平成 27 年有田町成人式（２～３ページに関連記事掲載） 



１
月
３
日
、
焱
の
博
記
念
堂
で
平
成

27
年
有
田
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、２
６
３
人（
男
１
３
５
人
・

女
１
２
８
人
）
が
成
人
を
迎
え
、
式
典
に

は
２
０
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
華
や
か
な
振
り
袖
姿
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
変
わ
っ
た
ね
」「
変
ら
な
い
ね
」

な
ど
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
は
写

真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
昔
を
振
り
返
っ

た
り
し
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
る
同
級
生
と
の
再
会
に
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
恩
師
も
会
場
に
か

け
つ
け
、
新
成
人
を
激
励
。
新
成
人
た

ち
は
人
生
の
大
き
な
節
目
に
立
っ
た
喜

び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

晴
れ
着
姿
に
彩
ら
れ
た

新
成
人
の
華
や
か
な
つ
ど
い

有田町 成人式

有田中学校卒業生

喜びと感謝を胸に新たな決意
晴れの門出を迎えた新成人

大人の社会への仲間入りを自覚するための成人式。
新成人はそれぞれの思いを胸に込め、208 人が町内外から出席しました。



大人になるとは一体どういうことなのでしょうか

か。「責任や義務を果たすことができる」とか、

「しっかり自立できる」とか、人によってその定義は

違うと思います。皆さんは、立派な大人になるため

にこれから一歩一歩頑張らなくてはいけません。今

日をいい機会に、「大人ってどういうことなんだろう」

と考えてもらいたいです。自分が理想とする大人像を

持つことは、人生の目標や夢にもつながり、非常に大

事なことだと思います。皆さんもこれから先、出会

うであろう素敵な大人を探して、自分の目標にして

みてはどうでしょう

か。自分が理想とす

る大人像を思い描い

て、今日から一生懸

命頑張ってください。

有田中学校恩師

百田　邦明 先生

現・加唐中教諭現・城南中教諭

二十歳になった皆さんに伝えたいこと。それは、

「自分のこころの軸となる信念を持ってほしい」

ということです。私の信念のひとつは、「感謝する気

持ちを忘れない」ことです。この信念は、自分の人

生のピンチの時に、それを乗り越えるヒントを与え

てくれると私は信じています。生きていくことに、困

難はつきものです。だけど、自分次第で可能性はい

くらでも広がります。自分が諦めなければ、いくつに

なっても夢や目標を持つことができると信じていま

す。どうか、こうして「いただいている命」を大切
にして、自分の人生を一

生懸命に生き抜いてほし

いと思います。これから

も変わらない思いで、皆

さんを応援しています。

西有田中学校恩師

川上　知子 先生

恩師からのメッセージ大人への一歩を踏み出した若者たちへ

西有田中学校卒業生



申告期間　2 月 16 日 ～ 3 月 16 日

■
所
得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別

所
得
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
に

生
じ
た
所
得

に
つ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
そ

の
所
得
金
額
と
こ
れ
に
対
す
る
税
額
を

納
税
者
自
ら
が
計
算
・
申
告
・
納
税
す

る
こ
と
を
「
確
定
申
告
」
と
い
い
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・	

商
業
、
工
業
、
農
業
、
医
業
な
ど
の
事

業
所
得
が
あ
る
方

・
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

・	

土
地
、
建
物
な
ど
の
売
却
収
入
が
あ
る

方
・	

給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
方

・	

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
方

・	

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い

る
方
で
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

■
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
義
務
が
な
い
方

が
、
そ
の
所
得
と
各
種
控
除
を
申
告
す

申告期間 対象 申告会場

平日受付
２月 16 日（月）～	３月 16 日（月）	

（３月１日以外の土曜・日曜を除く）

東地区 　生涯学習センター南館１階　講習室

西地区 　役場町民ロビー

休日受付
３月１日（日）

（９時～ 15 時）

東地区 　生涯学習センター南館１階　講習室

西地区 　役場町民ロビー

申告受付日程 受付時間は 9 時 ～ 16 時

所得税の確定申告と町県民税の申告時期になりました。

まちづくりに必要な財源は、皆さんが納める「町税」な

どで賄われています。期限を過ぎて確定申告をした場合、

延滞税や加算税が課されることがありますので、期限内

に申告と納税を済ませましょう。

申告は期間内に済ませましょう

確定申告が始まります

▲西地区会場：役場町民ロビー ▲東地区会場：生涯学習センター南館１階　講習室

※ 会場の都合上、防寒対策をお願いします。

詳しくは▶ 税務課 ☎ 46・2736
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なぜ申告が必要なの？

確定申告

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
町
税

の
ほ
か
、
保
険
料
、
公
営
住
宅

入
居
、
国
民
年
金
免
除
申
請
、

そ
の
他
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
決
定
な
ど
の
基
礎
資
料
に

な
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

お
勤
め
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
お
勤
め
先
よ
り
「
給
与
支

払
報
告
書
」
が
役
場
に
届
き
、

年
金
収
入
の
方
は
、
年
金
事
務

所
よ
り
「
公
的
年
金
支
払
報
告

書
」
が
届
き
ま
す
。

　

お
勤
め
を
し
て
い
な
か
っ
た

方
は
、
ど
こ
か
ら
も
収
入
に
関
す
る
報

告
書
が
届
か
な
い
た
め
、
収
入
状
況
が

わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
収
入
が

な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
な
ど
非
課
税
の
年
金
に
つ
い
て
も
報

告
書
が
届
か
な
い
た
め
、
申
告
が
必
要

で
す
。

■
申
告
期
間
中
に
申
告
を
し
な
い
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す

○
医
療
費
の
限
度
額
認
定
が
受
け
ら
れ

な
い

○
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
受
け
ら
れ

な
い

○
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が
か
か
ら

な
い
ま
ま
課
税
さ
れ
る

な
ど
、
住
民
の
方
に
不
利
益
な
こ
と
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す

○
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
・
農
業
所
得
ま
た
は
不
動
産

所
得
な
ど
が
あ
る
す
べ
て
の
事
業
者

○
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ

や
経
費
に
関
す
る
こ
と
。
日
々
の
合

計
金
額
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、

簡
単
な
方
法
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
帳
簿
な
ど
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た

帳
簿
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳

簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
・
領
収
書

な
ど

※
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
個
人

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿
の

記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
収
支
を
ま
と
め
て
来
て
な
い
方
は
、

申
告
を
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
を「
住
民
税
申
告
」と
い
い
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住

所
が
あ
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

所
得
の
年
金
収
入
の
み
の
方
で
も
申
告
が

必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
税
申
告
が
必
要
で
な
い
方
▼

①
確
定
申
告
を
し
た
方

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
が

終
わ
り
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
収
入
が
な
く
、
同
一
世
帯
の
方
の
扶
養

親
族
の
方

※
②
に
該
当
す
る
方
で
も
雑
損
、医
療
費
、

社
会
保
険
料
、
そ
の
他
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
で
持
っ
て
く
る
も
の

・	

印
鑑

・	

本
人
名
義
の
口
座
番
号
（
通
帳
）

・	
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ
て
い
る

方
は
申
告
書

・	

給
与
収
入
の
方
は
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
（
原
本
）

・	

年
金
収
入
の
方
は
公
的
年
金
な
ど
の
源

泉
徴
収
票
（
原
本
）

・	

そ
の
他
所
得
が
わ
か
る
書
類

・	

国
民
年
金
を
納
め
た
方
は
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書

・	

生
命
保
険
料
控
除
、地
震
保
険
料
控
除
、

旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
控
除
証
明
書

・	

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医
療
機
関

な
ど
の
領
収
書
お
よ
び
明
細
書

・	

そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

■
社
会
保
険
料
控
除

　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
26
年
中

に
納
め
た
金
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
申
告
の
際
に
、
納
め
た

保
険
料
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
書
類
が

必
要
で
す
。

・	

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
で
納
め
た

保
険
料
は
、
１
月
下
旬
に
年
金
事
務
所

よ
り
送
付
さ
れ
る
年
金
の
「
源
泉
徴
収

票
」
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の

際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・	

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
で
納
め
た
保
険
料
は
、
納
付
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
「
納
付
額
確
認
書
」

に
表
示
さ
れ
ま
す
。
納
付
額
確
認
書

は
税
務
課
ま
た
は
東
出
張
所
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

※
役
場
で
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、
納
付

額
確
認
書
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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申告期間　2 月 16 日 ～ 3 月 16 日

■
医
療
費
控
除

　

平
成
26
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
場
合
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た

金
額
を
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
健
康
保
険
や
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
」
に
は
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
か
ら
支
払
い
を
受
け
た
金
額
の
ほ
か

に
後
期
高
齢
者
医
療
や
国
民
健
康
保
険

制
度
の
「
高
額
療
養
費
」
も
該
当
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
中
に
「
高
額
療
養
費
」
の
支

給
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
申
告
の
際
、「
高

額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・	

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

・	

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課　

☎
43
・
２
１
８
２

医療費控除額

平成 26 年中に支払った 
 医療費の総額

健康保険や保険金などで
補てんされる金額

10 万円 
※ 合計所得が 200 万円

　   以下の方は所得の５%

　この控除を受けるためには、所得税の確定申告を行う必要があります。給与所得者については、確

定申告をした年分の翌年以降については、年末調整でこの特別控除の適用を受けることができます。

住宅借入金等特別控除に関するお知らせ

【新築住宅の場合の適用条件】
面積制限▶床面積 50 ㎡以上

居住割合▶自己の居住用割合が２分の１以上

居住要件▶住宅取得後６カ月以内に入居し、控除を

　　　　　受ける年の 12 月 31 日まで引き続き住ん

　　　　　でいること。

借入要件▶住宅ローンの返済期間が 10 年以上

所得要件▶控除を受ける年の合計所得が 3000 万円

　　　　　以下であること。

他の特例規定との重複適用▶
　居住年とその前後２年ずつの５年間の間に、住

居用財産を譲渡した場合の 3000 万円特別控除など

～ 平成 26 年中に住宅を新築・増改築・購入された方へ ～

の譲渡所得の特例の適用を受けていないこと。も

しくは受ける予定でないこと。
※中古住宅および増改築の適用条件はお尋ねください。

　左記の住宅に関する適用条件を満たし、敷地に

ついても返済期間 10 年以上の住宅ローンで取得

した場合の敷地に関する一般的な適用条件は下記

①②のとおりです。

① 住宅とその住宅の敷地を同時に取得した場合の

借入金

② 家屋を新築する前２年以内に敷地を先に取得

し、その土地の取得に充てる借入金

必要書類 備考（書類の取扱機関など）

住宅取得資金に係る
借入金の年末残高証明書 金融機関など

住民票
役場

単独の場合は、抄本を 1通
共有の場合は、謄本を 1通

建物の登記事項証明書 法務局　共有の場合も 1通でよい
建物の工事請負契約書の写しまたは

建物売買契約書の写し
住宅借入金等特別控除額の計算明細書 税務署または役場税務課
補助金などの額を明らかにする書類の写し 補助金などの交付を受けた場合のみ
給与の源泉徴収票（給与所得者の場合） 勤務先

※住宅の取得および敷地の取得に関
する住宅ローンがある場合、左記
必要書類に加えて、「土地の登記
事項証明書」および「土地の売買
契約書の写し」が必要です。
※認定長期優良住宅を取得された場
合、左記の必要書類に加えて次の
書類を添付すれば、控除される税
額が優遇されることがあります。
①長期優良住宅建築等計画の認定通
知書の写し
②「住宅家屋証明書の写し」または、
「認定長期優良住宅建築証明書」

借入金等
特別控除
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　確定申告の時期が近づいてきました。申告と納税は次の期間に行ってください。

▶ 所得税の確定申告と納税
　　→	平成 27 年２月 16 日（月）から平成 27 年３月 16 日（月）まで

▶ 消費税の課税事業者に該当する個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告と納税
　　→	平成 27 年１月６日（火）から平成 27 年３月 31 日（火）まで

▶ 閉庁日対応を行う日
　２月 22 日（日）・３月１日（日）
▶ 受付時間
　９時から 16 時まで
▶ 閉庁日対応を行う税務署
　佐賀税務署のみ
　（佐賀市駅前中央３丁目３番 20 号）

▶ 対応業務
　確定申告書用紙の配布、申告相談、確定
申告書の収受および納付相談
※閉庁日対応署においては、広く県内の

▶ 対象となる方
　個人の白色申告書のうち、事業所得、不
動産所得または山林所得を生ずべき業務を
行うすべての方
※所得税の申告の必要がない方を含みま
す。

　確定申告と納税は正しくお早めに !>

　平成 26 年分の確定申告期における税務署の閉庁日対応について>

　平成 26 年１月から保存制度対象者が拡大されました>

 詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。

▶	平成 24 年分の課税売上高が１千万を超える事業者
▶	平成 24 年分の課税売上高が１千万円以下の事業者で、
　平成 25 年 12 月末までに「消費税課税事業者選択届出書」を提出している事業者
※事業の用に供していた建物や機械などの譲渡収入も、課税売上高に含まれます。

伊万里税務署　TEL  0955・23・3147（代）

平成 26 年分において「課税事業者」となるのは、次の方々です

▶ 記帳する内容
　売り上げなどの収入金額、仕入れやその
他の必要経費に関する事項
▶ 帳簿などの保存
　収入金額や必要経費を記載した帳簿や取
引の際に作成・受領した納品書、請求書、
領収書など。

納税者からの電話
相談への対応を行
います。

伊万里税務署からのお知らせ
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新
年
席
書
会

町
長
賞

野
口
ひ
か
り
（
有
田
中
２
年
）

　教
育
長
賞

塚
本　

真
央
（
中
部
小
１
年
）

特
　
選

古
川　

和
佳
（
曲
川
小
１
年
）

江
本　
　

葵
（
曲
川
小
２
年
）

松
尾　

結
佳
（
中
部
小
３
年
）

篠
原
日
菜
子
（
中
部
小
４
年
）

下
野　

帆
波
（
中
部
小
５
年
）

塚
本　
　

愛
（
中
部
小
６
年
）

山
口　

文
菜
（
有
田
中
２
年
）

入
賞
者
（
敬
称
略
）

１
月
10
日
に
焱
の
博
記
念
堂
で
「
新
年
席
書
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
72
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
上
位
入
賞
作
品
と
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
長
賞

町
長
賞

有
田
中
部
小 

１
年　

塚
本　

真
央

有
田
中
学
校 

２
年　

野
口　

ひ
か
り

１
年
生
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
力
強
く
、
堂
々
と
書
け
、
立
派
で
す
。

字
形
、
筆
勢
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
た
く

さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
、４
年
生
の
課
題
が
難
し
い

よ
う
で
し
た
が
、
即
席
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ど
の
作
品
も
よ
く
書
け

て
お
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

書
道
は
、
日
頃
の
練
習
の
積
み

重
ね
が
大
切
で
す
。
次
の
席
書
会

で
は
ま
た
、
練
習
の
成
果
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
。

審
査
委
員
長
　
田
中 

治

講
評

入
　
選

池
田　
　

望　

		（
中
部
小
１
年
）

吉
嶋　

紗
也		　
（
中
部
小
１
年
）

浦
川　

乃
々		　
（
大
坪
小
１
年
）

梅
﨑　

衣
愛		　
（
大
山
小
２
年
）

大
塚　

梨
央		　
（
大
山
小
２
年
）

副
島　

飛
呂		　
（
有
田
小
３
年
）

原
﨑　
　

華		　
（
中
部
小
３
年
）

桒
原　
　

椿		　
（
大
山
小
３
年
）

川
原　

野
乃		　
（
中
部
小
４
年
）

篠
原
菜
々
子		　
（
中
部
小
４
年
）

副
島　

風
葵		　
（
有
田
小
５
年
）

川
原　
　

凜		　
（
中
部
小
５
年
）

松
本
陽
菜
乃		　
（
中
部
小
５
年
）

野
口　

聖
仁		　
（
有
田
小
６
年
）

川
尻　

燈
和		　
（
中
部
小
６
年
）

１
年
生
「
あ
さ
」

２
年
生
「
い
し
ば
」

３
年
生
「
雪
げ
し
き
」

４
年
生
「
春
茶
わ
ん
」

課
題

５
年
生
「
内
山
歩
き
」

６
年
生
「
古
い
町
並
」

中
学
生
「
温
故
知
新
」

一
般
「
自
樂
平
生
道
」



平
成
27
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）

　
　
　
　
　
　
実
施
分
を
募
集
し
ま
す

やる気
モリモリ事業
募集

平
成
26
年
度  

下
半
期
分
が
実
施
さ
れ
ま
す

やる気
モリモリ事業
報告

▼ 　The Birth of Japanese Porcelain : Arita Ceramics 400th Anniversary

応
募
で
き
る
方
▼

　

複
数
の
有
田
町
民
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
、
有
田
町
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
く
団

体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
。

対
象
と
な
る
事
業
▼

　

日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０

年
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
そ
れ

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業

で
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
。

※
営
利
を
主
た
る
目
的
と
し
た
事
業
や

既
存
の
事
業
、
他
の
助
成
制
度
を
利
用

す
べ
き
事
業
は
対
象
外
。

支
援
の
内
容
▼

　

事
業
に
係
る
経
費
の
う
ち
、
団
体
な
ど

の
管
理
運
営
経
費
お
よ
び
飲
食
経
費
な

ど
の
対
象
外
経
費
を
除
い
た
支
援
対
象

経
費
の
３
分
の
２
の
額
を
支
援
し
ま
す
。

（
20
万
円
を
上
限
、
千
円
未
満
の
端
数
は
切

り
捨
て
）

※
参
加
料
や
物
販
な
ど
、
事
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
当
該

事
業
収
入
を
支
援
対
象
経
費
か
ら
差

し
引
く
も
の
と
し
ま
す
。

支
援
決
定
の
方
法
▼

　

応
募
い
た
だ
い
た
事
業
の
内
容
な
ど

を
審
査
の
上
、
支
援
の
可
否
を
決
定
し

平
成
26
年
度
下
半
期
分
の
や
る
気
モ

リ
モ
リ
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

事
業
内
容
▼

　
世
界
的
に
活
躍
す
る
古
楽
器
演
奏
グ
ル

ー
プ
「
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
」
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
。
有
田
焼
の
歴
史
と
音
楽
を
絡
め
た

コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
、
特
に
若
い
学
生
に
、
両
者
の
関
わ

り
合
い
や
当
時
の
楽
器
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時
▼
２
月
11
日
（
水
・
祝
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

詳
し
く
は
▼
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
（
岩
崎
）

☎ 

０
９
０
・
９
７
９
８
・
３
７
０
５

②
第
３
回

　
有
田
焱
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り

事
業
内
容
▼

　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
に
向
け
、
雛
の

や
き
も
の
ま
つ
り
期
間
中
に
、
北
部
九
州

地
域
か
ら
の
参
加
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
４
０
０
年
へ
の
認

知
度
や
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
有
田

の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

場
所
▼

・
有
田
陶
磁
の
里
プ
ラ
ザ
（
赤
坂
）

・
有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク
（
戸
矢
）

詳
し
く
は
▼
桜
舞
焱
龍
（
吉
永
）

☎ 

46
・
４
３
７
５

ま
す
。

支
援
決
定
の
発
表
▼

　

３
月
末
ま
で
に
審
査
結
果
を
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

応
募
方
法
▼

　

事
業
内
容
な
ど
が
分
か
る
書
類
（
事
業

計
画
書
・
収
支
予
算
書
な
ど
）
を
添
付
し
て
、

所
定
の
企
画
書
を
左
記
の
提
出
先
に
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０

年
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

arita400.com
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

提
出
先
▼

〒
８
４
４
・
０
０
１
８　

有
田
町
本
町
丙

９
５
４
番
地
９　

大
有
田
焼
会
館
２
階

応
募
期
限
▼
３
月
６
日
（
金
）

※
今
回
の
募
集
は
、
４
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
も
の
を

対
象
と
し
ま
す
。
10
月
以
降
に
実
施

さ
れ
る
分
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
募

集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
推
進
課

☎ 

25
・
９
３
４
０

 

25
・
９
３
４
１

FAX

※ 

画
像
は
第
１
回
の
も
の
で
す
。
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
に
な
り
気
温
が
下
が
る
と
、
水
道
管

が
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
な
ど
、
水
道
管
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
事
前

に
「
水
道
管
の
防
寒
対
策
」
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

■
特
に
注
意
が
必
要
な
水
道
管
は
・
・
・

・	

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
も
の

・	

北
向
き
の
日
陰
に
あ
る
も
の

・	

風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る
も
の

■
凍
結
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

・	

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
を
保

温
材
（
厚
手
の
布
や
市
販
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
系
保
温
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
）
で
保

護
す
る
。

水道管
凍結
注意

※
確
実
に
凍
結
を
防
止
し
た
い
場
合
は
、

自
動
ヒ
ー
タ
付
保
温
帯
な
ど
を
巻
く

の
も
効
果
的
で
す
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
の

　
応
急
処
置
は
・
・
・

・	

凍
結
し
た
蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻

き
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

溶
か
す
。

※
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や
蛇

口
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
大

変
危
険
で
す
。

■
も
し
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
・
・
・

・	

漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
元
栓
（
バ
ル
ブ
）

を
閉
め
、
最
寄
り
の
町
指
定
の
給
水

工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
修
理
費
は
お
客
様
負
担
と

な
り
ま
す
。

・	

借
家
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
修
理
を
依

頼
す
る
前
に
必
ず
所
有
者
や
管
理
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・	

凍
結
漏
水
は
、
気
温
が
上
昇
す
る
昼
頃

ま
で
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
上
下
水
道
課☎

46
・
２
７
４
６

防 寒 方 法

←

←

功
労
表
彰
▼

田
代　

正
昭
（
町
議
会
議
員
）

諸
隈　

英
博
（
町
議
会
議
員
）

空
閑　

尊
一
（
町
議
会
議
員
）

善
行
表
彰
▼

福
田　

正
夫
（
食
育
に
貢
献
）

有
限
会
社
陶
芸　

井
上

二
窯
（
寄
付
）

町政
功労者
表彰

　

町
は
、
各
分
野
に
お
い
て
町
政
の
発
展

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
方
の
功
績
を
た

た
え
る
「
平
成
26
年
度　

町
政
功
労
者
・

善
行
者
表
彰
式
」
を
１
月
３
日
、
焱
の
博

記
念
堂
で
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
、
受
賞

団
体
は
次
の
方
々
で
す
。

〔 

敬
称
略 
〕

利用
調整
会議

町
内
体
育
施
設
の

利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
に
町
内
の
体
育
施
設
（
学

校
施
設
は
除
く
）
で
行
わ
れ
る
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
の
日
程
調
整
を
行
う
た

め
、
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
大

会
な
ど
で
体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
利
用
希
望
申
請
書
」
に

ご
記
入
の
上
、
２
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
調
整
会
議
（
２
月
下
旬
を

予
定
）
に
つ
い
て
は
申
請
を
さ
れ
た
方
に

別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議
の
対
象
と
な
る
大
会
▼

　

全
国
大
会
、
九
州
大
会
、
県
大
会
、
全

町
規
模
の
大
会
、
そ
の
他
町
長
が
認
め

る
規
模
の
大
き
な
大
会
。

※
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
会
の

内
容
、
規
模
な
ど
に
よ
り
調
整
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
町
主
催
の
行

事
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
利
用
希
望
申
請
書
」
に
つ
い

て
は
、
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

平
成
26
年
度
　

町
政
功
労
者
・
善
行
者

表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た

①保温材を水道管
に取り付ける

②ビニールテープ
などを下から上
に重ね合わせて
巻き付ける。
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県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知

ら
せ
」（
ハ
ガ
キ
）
を
、
平
成
27
年
１
月

30
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
お
薬

を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

に
切
り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、
お
薬
代
の

自
己
負
担
額
を
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る

か
試
算
し
た
も
の
で
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
方
▼

　

該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
先
発
医
薬
品
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
ら
れ

た
場
合
に
、
１
カ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
全
員
の
方
に
届
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
▼

○
お
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の
み
表
示
し

て
い
ま
す
。

※
実
際
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
に
は
、
技

術
料
・
管
理
料
な
ど
の
別
費
用
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

と
お
薬
代
が
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
切
り
替

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ

医薬品

え
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
▼

　

専
用
窓
口
「
国
民
健
康
保
険
中
央
会
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
通

知
書
裏
面
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

業
務
課　

給
付
係

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６

　　

最
初
に
作
ら
れ
た
お
薬
（
先
発
医

薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売

さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
と
同
等
の
有
効
成

分
・
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で

す
が
、
添
加
物
が
異
な
る
場
合
な
ど

も
あ
り
、
ま
っ
た
く
同
一
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

募集

独
立
支
援
工
房
「
赤
絵
座
」
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
は
、
伝
統
あ
る
有
田
焼
の
技
術
の
継

承
と
窯
業
後
継
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、

独
立
支
援
工
房
「
赤
絵
座
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
工
房
で
は
、
制
作
活
動
の

ほ
か
展
示
販
売
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
一
般
に
開
放
さ
れ
た
工
房
と

し
て
、
作
業
風
景
を
公
開
し
た
り
、
観
光

客
や
見
学
者
な
ど
に
ろ
く
ろ
体
験
や
絵
付

け
体
験
を
提
供
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
と
お
り
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
▼
１
人

※
現
在
は
１
人
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

　

４
月
か
ら
は
２
人
体
制
に
な
り
ま
す
。

使
用
期
間
▼
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

使
用
者
の
資
格
▼
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
が
対
象
で
す
。

○
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
住
予
定
の
方

（
使
用
開
始
日
現
在
、
町
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
）

○
窯
業
の
後
継
者
と
し
て
伝
統
あ
る
有
田

焼
の
制
作
に
従
事
す
る
方
で
、次
の
①
・

②
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
方

①
佐
賀
県
立
有
田
窯
業
大
学
校
の
専
門

課
程
陶
磁
器
科
（
４
年
制
ま
た
は
２

年
制
）
を
卒
業
後
５
年
以
内
の
方

②
年
齢
が
40
歳
以
下
の
方
（
使
用
開
始

日
現
在
）

※
①
・
②
に
該
当
し
な
い
方
で
も
、
有

田
焼
の
制
作
に
関
す
る
専
門
的
知
識

お
よ
び
技
能
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同

等
以
上
で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
有
田
焼
の
振
興
に
寄
与
す
る
意
欲
が
あ

る
方

○
使
用
可
能
な
工
房
を
持
っ
て
い
な
い
方

申
込
期
限
▼
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

提
出
書
類
▼
使
用
許
可
申
請
書
（
所
定
様

式
）、使
用
計
画
書
（
所
定
様
式
）、履
歴
書
、

住
民
票
、
市
町
村
納
税
証
明
書
（
所
定
様

式
）、
簡
単
な
作
品
集

※
使
用
許
可
申
請
書
、
使
用
計
画
書
、

市
町
村
納
税
証
明
書
の
様
式
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
込
方
法
▼
右
記
の
提
出
書
類
を
商
工
観

光
課
（
〒
８
４
９
・
４
１
９
２　

有
田
町
立

部
乙
２
２
０
２
番
地
）
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
商
工
観
光
課☎

46
・
２
５
０
０

■ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？
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必
要
書
類
▼

①
放
課
後
児
童
教
室
入
級
申
込
書

②
昼
間
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

※
児
童
と
同
居
す
る
満
65
歳
未
満
の
全
て

の
方
に
つ
い
て
必
要
で
す
。

・	

就
労
（
予
定
）
証
明
書
…
会
社
な
ど
に

勤
め
て
い
る
方

・	
民
生
委
員
の
証
明
…
自
営
業
の
方
な
ど

③
入
級
誓
約
書

※
必
要
書
類
は
生
涯
学
習
課
、婦
人
の
家
、

各
放
課
後
児
童
教
室
に
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
①
～
③
の
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
傷
害
保
険
料
（
８
０
０
円
）

を
添
え
て
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
婦
人
の

家
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
校
生
は
、
各
学
校
の
放
課
後
児
童
教

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
負
担
▼

・	

傷
害
保
険
料
（
年
間
８
０
０
円
）

※
申
し
込
む
と
き
に
支
払
う
分
で
す
。

・	

学
級
費　

		（
毎
月
２
０
０
０
円
）

・	

お
や
つ
代
（
毎
月
１
０
０
０
円
）

申
込
期
限
▼
２
月
27
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎ 

43
・
２
３
１
４

放課後
児童
教室

平
成
27
年
度
放
課
後
児
童
教
室
の

入
級
者
を
募
集
し
ま
す

　
町
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り

日
中
留
守
と
な
る
家
庭
の
児
童
を
対
象

に
、
放
課
後
児
童
教
室
入
級
者
を
募
集
し

ま
す
。

実
施
場
所
▼
各
小
学
校
の
専
用
教
室

対
象
児
童
▼

　
年
間
を
通
し
て
、
放
課
後
に
両
親
や
祖

父
母
な
ど
の
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り

留
守
と
な
る
家
庭
の
小
学
１
年
生
～
６
年

生
ま
た
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
児
童
。

募
集
定
員
▼

・	

有
田
小
学
校　
　
　
　

35
人

・	

有
田
中
部
小
学
校　
　

90
人

・	

曲
川
小
学
校　
　
　
　

90
人

・	

大
山
小
学
校　
　
　
　

75
人

開
設
期
間
▼
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日

※
日
曜
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
を
除
く

※
新
入
学
児
童
に
つ
い
て
も
４
月
１
日
か

ら
入
級
可
能
で
す
。

開
設
時
間
▼

・	

平
日
…
授
業
終
了
後
～
18
時

・	

土
曜
日
、
休
校
日
、
長
期
休
暇
（
夏
休

み
な
ど
）
…
８
時
～
18
時

※
延
長
申
請
者
の
み
、
平
日
は
18
時
30
分

ま
で
開
設
し
ま
す
。

　
公
用
自
動
車
の
法

定
整
備
な
ど
の
業
務

に
つ
い
て
、
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
登
録

入札
参加

公
用
自
動
車
法
定
整
備
等
業
務
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　「
お
お
ぎ
保
育
園
」
と
「
や
ま
だ
に
保

育
園
」
の
合
併
に
伴
い
、
昨
年
12
月
に

両
保
育
園
の
保
護
者
に
統
合
保
育
園
の

名
称
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
両
園
の
保
護
者
会
代
表
者
と

公
立
保
育
園
園
長
に
よ
る
審
議
の
結
果
、

統
合
保
育
園
の
名
称
が
「
お
お
や
ま
保

育
園
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
２
園
の
統
合
な

の
で
、
両
方
の
文
字
を
取
り
入
れ
た
い
」

保育園
名称

統
合
保
育
園
の
名
称
が

「
お
お
や
ま
保
育
園
」
に
決
定

と
い
う
思
い
か
ら
、「
お
お
や
ま
保
育
園
」

と
「
大
山
保
育
園
」
が
７
割
を
占
め
て
い

ま
し
た
が
、「
ひ
ら
が
な
表
記
が
よ
り
温

か
み
が
あ
る
」
と
の
意
見
か
ら
、「
お
お

や
ま
保
育
園
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
住
民
課　

☎
46
・
２
１
１
４

さ
れ
た
事
業
所
は
、
入
札
参
加
の
資
格
を

有
し
法
定
整
備
な
ど
の
業
務
を
受
注
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
期
間
は
、
平
成

27
～
28
年
度
の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
な
い
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
受
注
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

対
象
範
囲
▼
町
内
で
自
動
車
整
備
・
販
売

を
行
う
事
業
所

受
付
期
間
▼
２
月
９
日
（
月
）

～
３
月
13
日
（
金
）

※
申
請
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
財
政
課　

☎
46
・
２
０
０
３
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統
計
調
査
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

　

町
は
、
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

統
計
調
査
員
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

仕
事
内
容
▼

・	

統
計
調
査
事
務
打
ち
合
せ
会
（
説
明
会
）

へ
の
出
席

・	

調
査
区
の
範
囲
と
調
査
対
象
の
確
認

・	

統
計
調
査
票
の
配
布
、
回
収

・	

調
査
票
の
点
検
や
提
出　

な
ど

報
酬
▼
国
が
定
め
る
額

今
後
実
施
予
定
の
統
計
調
査
▼

・	

国
勢
調
査
（
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
）

統計
調査

有
田
焼
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

（
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
）
を
開
催
し
ま
す

　

有
田
町
と
コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
サ
ガ
で

は
、
世
界
中
で
同
時
開
催
さ
れ
る
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
、「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
・

デ
イ
」に
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
お
よ
び
日
時
▼
２
月
21
日
（
土
）

・
上
有
田
周
辺
（
街
歩
き
）
10
時
～

イベ
ント
開催

・	

労
働
力
調
査
、
生
産
動
態
統
計
調
査
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査　

な
ど

応
募
条
件
▼

・	

原
則
と
し
て
町
内
在
住
の
方

・	

責
任
と
熱
意
を
持
っ
て
調
査
の
事
務
を

遂
行
で
き
る
方

・	

秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

・	

税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
方

応
募
期
限
▼
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
以
前
に
提
出
さ
れ
た
方
は
、
改
め
て
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
46
・
２
９
９
０

・	

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
）

13
時
30
分

定
員
▼
40
人
（
参
加
費
は
無
料
で
す
。）

※
参
加
申
し
込
み
は
、
次
の
申
し
込
み
ペ

ー
ジ
も
し
く
は
電
話
で
事
務
局
あ
て
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。	

add	http://goo.gl/m
8SD
E1	

株
式
会
社
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ	

☎
０
９
５
２
・
97
・
９
６
０
５

※
受
付
時
間
は
、
平
日
９
時
～
18
時

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

　2015 年は、マイセン市がある

ザクセン州の最も古いビール醸造

所、S
シュヴェアタ

chwerter M
マイセン

eißen ビール民

営醸造所が開業して 555 周年の節

目を迎えます。

　マイセン磁器製作所が 1710 年

に誕生し、また、ザクセン州での

ブドウ栽培には約 800 年の歴史が

あります。観光パンフレットなど

にはいつも「磁器とワインの町」

と紹介されていますが、実は「ビ

ールの町」でもあるのです。

　マイセンビールの材料はすべて

地元で生産され、原料となるホッ

プはエルベ川とザーレ川沿いで、

姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。マ イ セ ン の 空 か ら

P
プロスト

rost ！（乾杯）
また大麦は地元の農家で栽培され

ています。

　このお祝いをきっかけに、シュ

ヴェアタ マイセン ビール民営醸

造所の E
エリク

ric S
シェッファ

chäffer 氏が「最上

級の記念ビールを発売します」と

発表しました。

　これに伴い、昨年ホップの苗が

アルブレヒト城の庭に植えられま

した。また、醸造に必要な大麦・

小麦も今年城の庭に栽培されます。

ここで収穫されたホップは、今年

アルブレヒト城で開催されるビー

ル醸造見学会で使用されます。

　ちなみに、ドイツで年間ビール

消費量が最も多い州は、ザクセン

州で、年間約 135 リットルにもな

ります。

　それでは、有田に乾杯！マイセ

ンに P
プロスト

rost ！ 2015 年には、また

ビールをテーマにしたコラムを書

く予定です。

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト

ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業の
アーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共
同設立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学
校で講師を務める。

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース ◯46
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平成 27 年度の奨学金貸付を行います

町は、社会に貢献できる優秀な人材を育成するこ
とを目的として、心から学びたいと思っている

優秀な学生や生徒に奨学金を貸し付ける貸付制度を
行っています。奨学金の種類・内容などは下表のとお
りです。
　貸し付けの対象となるのは、保護者が町内に住民登
録を有し、学資の支弁が困難と認められる方です。

申請方法 ▼申請書に必要事項を記入し、必要書類を添
　　　　　付して学校教育課に提出してください。
受付期間 ▼３月２日（月）〜 27 日（金）
貸付決定 ▼審査委員会で審査を行い、４月末までに保
　　　　　護者にお知らせします。

申請に必要な書類 ▼

①	奨学金（育英資金）貸与申請書
②	家庭調書
③	成績証明書（直前に卒業した学校が発行したもの）
④	保護者および連帯保証人の町税完納証明書
⑤	世帯全員の所得証明書（平成 25 年分の所得証明およ
び平成 26 年分の確定申告の写しまたは源泉徴収票）

⑥	進学先の合格証明書（コピー）
　	在学中の方は在学証明書および成績証明書
※	①②は学校教育課、④⑤は税務課で受け取ってく	

　ださい。
詳しくは ▼学校教育課（生涯学習センター内）　

☎ 43・2324

江副奨学金有田町ふるさと奨学金

平成 27 年度の奨学金貸付を行います

奨学金の種類 高校・高専 短大・専修学校 大学 定員

貸  付  金  額

有田町ふるさと奨学金 月額 20,000 円 月額 40,000 円 若干名

竹内昌三育英資金 ― ― 月額 50,000 円 若干名

江副奨学金
（※ 理工系に限る）

月額 20,000 円 ― 月額 40,000 円 １人

有田ロータリークラブ
福島奨学金

― 月額 40,000 円 １人

貸  付  方  法 毎年度２回（５月・９月）指定口座へ振り込み

貸  付  期  間 貸付開始の月から正規の卒業の月まで

償  還  期  間
（据え置き期間を含む）

高校・高専　　	…	貸与が終了した翌月から５年以内
短大・専修学校	…	貸与が終了した翌月から７年以内
大学　　　　　	…	貸与が終了した翌月から 10 年以内

据え置き期間 １年以内

【 奨学金の貸し付け内容 】

有田ロータリークラブ福島奨学金竹内昌三育英資金

H27.2 14



図書館からこんにちは

おすすめの本

・ 東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間　９時～18 時　

休館日　月曜日

・ 西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間　９時～18 時　

休館日　火曜日

※11 日（水）建国記念日は両図書館とも休館します。

２月の開館時間・休館日

　ひな祭りの由来をご存知ですか。その昔、紙の人形で

体をなでて、病気や悪いものを払い、健康を願って川へ

流していたそうです。時代の流れに伴い、川へ流す代わ

りに手作りの人形を飾るようになりました。今年のひな

祭りは、ぜひ親子でひな人形を手作りしてみませんか。

　また、２月７日 ( 土 ) からは「有田雛のやきものまつり」

が開催されます。足を運んでみてはいかがでしょうか。

☆ひな祭りは、女の子の健康や
幸せを願う日です☆

「手作りのおひなさま」
（パッチワーク通信社）

　かわいらしい「変わりびな」や「つる
しびな」など、おひなさまの作り方をプ
ロセス写真も交えてわかりやすく紹介
します。素材と道具の基礎知識、ひな
まつりの由来やひな段飾りの基本など
も掲載されています。（東図書館所蔵）

「ぎょうじのえほん 
ぎょうじのゆらい　いみ　ちしき」

（西本　鶏介・文／ポプラ社）

　年中行事の由来や意味を、楽しい「お
話ページ」と豊富な写真と絵の「知識ペ
ージ」で分かりやすく紹介しています。
親子で一緒に行事を楽しめる絵本です。
　　 　　　　　　　　  （西図書館所蔵）

学
校
給
食
用
食
材
に
関
す
る

納
入
業
者
の
追
加
登
録
に
つ
い
て

　

町
内
の
学
校
給
食
用
食
材
は
、
納
入
業

者
登
録
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
へ
安
全
で
安
心
な
食
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
地
場
産

の
食
材
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
の
産
業

や
生
産
の
過
程
を
理
解
し
、食
へ
の
感
謝
、

食
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

学
校
給
食
と
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
平
成
27
年
度
納
入
業
者

登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、登
録
申
請
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

提
出
書
類
▼

・	

納
入
業
者
登
録
申
請
書

・	

町
税
納
入
証
明
書

・	

食
品
衛
生
監
視
票

・	

従
業
員
の
検
便
検
査
結
果
表

・	

肉
魚
介
類
販
売
許
可
書
の
写
し				

な
ど

提
出
期
間
▼
２
月
２
日（
月
）～
27
日（
金
）

提
出
先
▼

有
田
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

（
〒
８
４
４
・
０
０
１
８　

有
田
町
本
町
丙

１
１
０
２
番
地
２　

有
田
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
）

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

納入
業者
登録

葬
祭
費
の
支
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
葬

祭
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
申
請
に
よ
り
葬

祭
費
３
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
葬
祭
を
行
っ
た
日
か
ら
２
年
を
経
過
す

る
と
、
時
効
に
よ
り
支
給
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
健
康
福

祉
課
・
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者

医
療
担
当　
　
　
　
　

☎
43
・
２
１
８
２

葬祭費
支給
申請
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百歳祝

百
歳
祝
い

浦
川
シ
ヲ
エ
さ
ん

　

１
月
３
日
に
浦
川
シ
ヲ
エ
さ
ん
（
原
明
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
入
所
さ
れ
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
に
み
」

で
お
祝
い
が
あ
り
、山
口
隆
敏
町
長
が『
祝

百
寿
』
と
書
か
れ
た
お
祝
い
の
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

浦
川
さ
ん
は
、
歌
を
歌
う
こ
と
が
得
意

で
、
夏
祭
り
な
ど
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌

を
披
露
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

浦
川
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課
☎
43
・
２
１
９
６

百歳祝

百
歳
祝
い

山
﨑 

ク
ニ
さ
ん

　

12
月
22
日
に
山
﨑
ク
ニ
さ
ん
（
本
町
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
「
さ
く
ら
苑
」
で
お
祝
い
が
あ
り
、

山
口
隆
敏
町
長
が
『
祝
百
寿
』
と
書
か
れ

た
お
祝
い
の
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

な
ん
で
も
好
き
嫌
い
な
く
、
き
ち
ん

と
３
食
食
べ
る
山
﨑
さ
ん
。
周
り
の
方

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に
も
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

山
﨑
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

百歳祝

百
歳
祝
い

横
尾 

冨
枝
さ
ん

　

12
月
15
日
に
横
尾
冨
枝
さ
ん
（
代
々
木
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
山
口
隆
敏
町

長
が
『
祝
百
寿
』
と
書
か
れ
た
お
祝
い
の

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

元
気
の
秘
訣
は
「
何
事
も
く
よ
く
よ

考
え
ず
に
、
楽
天
的
に
過
ご
す
こ
と
」

と
話
す
横
尾
さ
ん
。
現
在
も
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の

お
元
気
ぶ
り
は
ご
家
族
も
驚
く
ほ
ど
だ

そ
う
で
す
。

　

横
尾
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

す
ま
い
給
付
金

すまい
給付金

　
「
す
ま
い
給
付
金
」
は
国
土
交
通
省
が

実
施
し
て
い
る
制
度
で
す
。
昨
年
４
月
の

消
費
税
率
８
％
へ
の
引
き
上
げ
以
降
に
住

宅
を
購
入
さ
れ
た
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
国
か
ら
最
大
30
万
円
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

申
請
方
法
▼
す
ま
い
給
付
金
事
務
局
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼

住
宅
の
引
き
渡
し
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

給
付
金
の
受
け
取
り
▼
申
請
後
、
約
１
カ

月
半
～
２
カ
月
後
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

給
付
額
▼
収
入
に
応
じ
て
最
大
30
万
円

（
消
費
税
率
８
％
時
）
ま
で
で
す
。

※
持
ち
分
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、
配
偶
者

の
方
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
持
ち
分
を
共
有
し
て
い
る
場
合
は
、
持

分
割
合
を
乗
じ
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

※
ロ
ー
ン
を
組
ま
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

現
金
で
購
入
さ
れ
た
方
も
対
象
に
な
り

ま
す
（
年
齢
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

※
中
古
住
宅
（
個
人
間
売
買
除
く
）
も
対

象
で
す
。

※
確
定
申
告
と
は
別
の
申
請
で
す
。

詳
し
く
は
▼
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
１
８
６
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前回は、有田町の透析が急増している原因が「糖尿

病」であることをお話しました。

　「糖尿病」とは慢性的に血液中に「糖」が余っている状

態です。血液中に余った「糖」は全身の血管壁にくっつ

いたり、染み込んで動脈硬化を進めるため、血管がボロ

ボロになり、脳梗塞や心筋梗塞、腎不全を引き起こします。

　誰でも食後は血糖値が上がりますが [ 健康な方（グラ

フのＡ）]、しばらくすると空腹時の状態まで下がります。

これは、すい臓から分泌されたインスリンが「糖」を肝

臓や筋肉にエネルギーとして取り込んでいるからです。

　ではなぜ「糖尿病予備軍（グラフのＢ）」や「糖尿病（グ

ラフのＣ）」の人は、なかなか血糖値が下がらないのでし

ょうか。

原因①：インスリンが出なくなった
原因②：インスリンが効きづらい体

　原因①は遺伝的要因の関与が指摘されています。原因

②の「インスリンが効きづらい体」とは、脂肪肝など「内

臓に脂肪がたまっている状態」で、インスリンをたくさ

ん出していても、脂肪が邪魔をして、うまく「糖」を取

り込めない状態です。

　原因②のタイプの人は、放っておくと糖尿病になって

有田町民の 60％は
血糖が正常ではない !?

詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

しまいます。しかし、標準体重を目標に、内臓脂肪を減

らすことで、脂肪の邪魔が取り除かれて健康な方に戻る

ことができます。

［ 標準体重（kg）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）× 22 ］
　一気に減らさなくても、今の体重を５％減らすだけで

も血糖改善効果は十分期待できます。また、内臓脂肪や

脂肪肝は、夜に作られます。まずは「夕食を早く摂ること」

や「夜食を中止すること」から始めてみてください。

食後の血糖値の変化

30 60 90 120 150

250

200

150

100

0

Ａ：健康な方

180 210

食後経過時間（分）

食
後
の
血
糖
値
（
mg   

dL
）

Ｂ：糖尿病予備軍の方

Ｃ：糖尿病の方

　日本で初めてカラーコンタクト

の存在を知ったとき、「瞳の色を変

えたいと思うなんて」と驚きまし

た。ですが、考えてみるとヨーロ

ッパでも、美しくなるために瞳を

「改造」した人たちがいました。

　中世ヨーロッパでは、瞳の大き

な目が美しいとされていました。

しかし、瞳の大きさは光に反応し

有田町の国際交流員、マリラ・ハンナ・オブシャースキさんのコラムです。

て変わります。これを防ぐため、

多くの女性が B
ベラドンナ

elladonna（「美し

い女性」という意味）という植物か

ら作った目薬を使用しました。こ

の目薬を使うと、瞳が大きくなっ

たまま、戻らなくなります。

　これは、ベラドンナに強い毒が

あるからです。女性たちは、美し

い目を手に入れたかわりに、近く

の物をうまく見ることができなく

なってしまいました。おかげで、

美しい目のほかにもう一つ、近づ

いてくる男性の見苦しさもはっき

り見えないという「美徳」を手に

入れたとも言えるでしょう。

B
ベラドンナ

elladonna
～美しさのためなら毒も～

　古代から、人は「美しさ」を健

康より重視し、体を「改造」して

きました。世界のさまざまな地域・

時代を見てみれば、人間の体の中

で「改造」されたことのない部分

は１つも無いかもしれません。現

在でも、人々は外見をより「美しく」

しようと努力し続けています。

　ドイツ語には "W
ヴェア

er s
シェーン

chön s
ザイン

ein 

w
ヴィル

ill, m
ムス

uss l
ライデン

eiden.（美を求めるなら

苦痛はつきものだ）" ということわ

ざがあります。美の基準は地域・

時代によってさまざまですが、真

実の一面を言い当てていると言え

るのではないでしょうか。

W
ヴ ス テ ン

ussten   S
ジ ー

ie   s
シ ョ ー ン

chon...?

知ってまし
た？
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安心で豊かな老後を

■
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
加
入
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配

偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
は
自
由
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
、

年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

■
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で

す
。
年
金
資
産
は
安
全
か
つ

効
率
的
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら
れ（
月

２
万
円
～
６
万
７
千
円
）、
経
営
の
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

■
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
で
す
。

　

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

年
金
相
当
額
を
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

農業者年金 国が支える
　安心が大きくなる

農業者年金は、農業者の老後の生活の安定とと
もに、認定農業者など一定の条件を満たす農

業者の保険料補助（政策支援）を通じて担い手の確

あなたの老後生活への備えは十分ですか？

■
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
。

■
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

方
や
、
そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
月

額
最
高
１
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

年金は家族一人ひと
りについて準備する
ことが大切です！

老後の備えは国民
年金プラス農業者
年金が基本です！

保・育成を図る政策年金です。
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農業委員会からのお知らせ

詳しくは

▲

農業委員会事務局（農林課）
 ☎ 46・5616

独立行政法人農業者年金基金
☎ 03・3502・3942

http://www.nounen.go.jp/

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
転
用
許
可

申
請
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い
て

は
、
申
請
農
地
の
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て

毎
月
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て

い
な
い
か
、
違
反
転
用
や
農
地
へ
の
不
法

投
棄
な
ど
が
な
い
か
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

４
班
編
成
で
計
12
日
間
、
農
地
の
利
用
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
地
は
大
切
な
食
料
の
供
給
基
盤
で

す
。
一
度
農
地
以
外
に
転
用
す
る

と
元
に
戻
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

平
成
21
年
12
月
に
農
地
制
度
の
許
可
対

象
を
広
げ
、
違
反
転
用
の
罰
則
も
強
化

さ
れ
ま
し
た
。【（
例
）
違
反
転
用
は
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
】

　

無
断
転
用
や
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計

画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事

の
中
止
や
現
状
回
復
の
命
令
が
出
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
所
有
の
農
地
で

も
許
可
な
く
転
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

食
料
自
給
力
を
高
め
、
食
の
安
全
を
保

障
す
る
た
め
、
優
良
な
農
地
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
の
受
け
付
け

は
、町
の
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
〔
農
地
法
３
条
許
可
〕

耕
作
目
的
の
農
地
の
権
利
移
動

◎
〔
農
地
法
４
条
許
可
〕

自
己
所
有
の
農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、

植
林
地
な
ど
へ
転
用

◎
〔
農
地
法
５
条
許
可
〕

宅
地
化
な
ど
へ
の
転
用
目
的
で
農
地
を

非
農
家
な
ど
へ
権
利
移
動

▲農業委員会による「農地パトロール」

農地パトロール

農地転用の相談は農業委員会へ
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№79地域包括支援センターだより

認知症は誰もがかかる
可能性がある病気です !!

　認知症とはさまざまな病気によってその人が持っていた知能が損なわれ、「物忘れ」「時
間や場所がわからない」「物事を最後までやり遂げられない」などの症状がひどくなり、
日常生活や社会生活、仕事などがうまくできなくなった状態をいいます。また、この他
にもさまざまな症状があり、誰でもかかりうる『病気』です。

加齢による物忘れ

　　認知症の相談窓口
●有田町地域包括支援センター　　　☎　43・2196

●認知症疾患医療センター　嬉野温泉病院　　住　所　嬉野市嬉野町大字下宿乙 1919　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎　　0954・43・3440

旅行は
いつだったかしら？

※ 体験の一部だけ忘れている。 ※ 体験そのものを忘れている。

旅行の約束なんて
してないわ。

※ 自分が物忘れしたことを認識している。 ※ 自分が物忘れしたことを認識していない。

確かにあそこに
置いたんだけど。

財布がない。
きっと誰かが
盗んだんだ。

認知症の症状

▶▶

　　予防と早期発見が大切です !!
★認知症を予防する３つの鉄則
鉄則１．適度な運動　　　　　　　　

　１回以上 20 分以上のウォーキングなどの運動

鉄則２．健康的な食生活（和食中心）
　魚と野菜と果物を摂る。禁煙、節酒。
塩分は控える。

鉄則３．生き生きとした日常生活
　人との交流や仕事を持つことなどの社会参加。

▶▶
★早期発見しましょう。
　認知症を完全に治療することはまだでき
ませんが、原因によっては、早期発見でき
れば治療で進行を遅らせ
ることができる場合があ
ります。
　認知症と感じたら最寄
りの病院を受診し、医師
へ相談しましょう。

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196 H27.2 20H27.2 20



予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

４種混合 生後３か月～ 90 か月未満

ヒブ 生後２か月～ 60 か月未満

小児肺炎球菌 生後２か月～ 60 か月未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）  Ⅰ期 生後 12 か月～ 24 か月未満

水痘 ( 水ぼうそう ) 生後 12 か月～ 36 か月未満

成人用肺炎球菌

※ 指定医療機関は、健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に、接種日 ･ 時間をお確かめください。

※ 平成 27 年３月 31 日までの間に限り「生後 36 か月～ 60 か月未満」の方も
　対象となります。

         暮らしのカレンダー　　	2015 年２月

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士無料相談会 18（水） 13 時～ 16 時 東出張所

こころとからだの相談日 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分
福祉保健センター

消費生活相談 火・木  ９時～ 16 時 30 分 役場ミーティングルーム

年金相談

（要予約）

25（水） 10 時～ 15 時 役場 ミーティングルーム

　　　　　 　予約は住民課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分

障害者生活支援センター

（☎ 23-3512）

発達障害児（者）相談

（要予約）

５（木）

19（木）
10 時～ 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 090-6296-7550）

視覚障害児（者）相談 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分

佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談会

（要予約）

24（火）
９時～ 16 時 西公民館２階

※12 時～ 13 時は除きます

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 18（水）
９時～ 12 時 西公民館 小会議室

10 時～ 15 時 生涯学習センター 青少年相談室

女性総合相談

（要予約）

月～金

（祝日は除く）

９時～ 16 時 30 分

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2210）

心配ごと相談 17（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館

法律相談

（要予約）

17（火） 13 時～ 16 時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

労働相談 13（金） 17 時～ 19 時

保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦 ２（月）・９（月）・16（月）・23（月）・3/2（月） 16 時～ 16 時 15 分（17 時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 ９（月）・16（月）・23（月） （10 時～ 12 時）

れんげのつどい 乳幼児と保護者 ２（月）・3/2（月） （10 時～ 12 時）

４か月健診 平成 26 年 10 月生まれ 24（火） 13 時～ 13 時 30 分

７か月健診・ＢＣＧ接種 平成 26 年７月生まれ 17（火） 13 時～ 13 時 30 分

12 か月相談 平成 26 年２月生まれ 24（火） ９時～ 11 時

１歳半健診・フッ素塗布 平成 25 年６月～７月生まれ 10（火） 12 時 45 分～ 13 時 15 分

２歳児相談 平成 25 年１月生まれ 12（木） ９時～ 11 時

健康トレーニング体験教室 町内在住の方 ２（月）･ ３（火） 事前に予約が必要です

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（日） 麻生歯科医院（伊万里市新天町） ☎ 23-2221

８（日） むかい歯科医院（本町） ☎ 42-3477

11（水） 山口歯科医院（下本） ☎ 46-5470

15（日） 森田歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-3044

22（日） やまの歯科医院（立部） ☎ 46-4788

3/1（日） 松尾歯科医院（伊万里市南波多町） ☎ 24-3070

休日医
伊万里休日急患医療センター　　　　　☎ 23-9910

福祉保健センター

※ これまでに、成人用肺炎球菌ワクチンを接種したことがな
い方に限る。

今年度（平成 27 年３月 31 日までに）、65 歳・70 歳・80 歳・
85 歳・90 歳・100 歳以上になる方

（百日咳 ･ ジフテリア ･ 破傷風・不活化ポリオ）

有田地区労働会館

　　　　　　  （☎ 42-2448）

10 時～

イベント
▼行事名 ▼日（曜）▼時間 ▼場所など

東西松浦駅伝大会 １（日）　

第 11 回有田雛の

やきものまつり
７（土）～４月５（日） 町内各所、有田館

農産物出張販売
13（金）

27（金）
10 時～ 12 時 東出張所入口

第 56 回郡市対抗

県内一周駅伝大会
13（金）～ 15（日）

東出張所

（14 日：中継場所）

確定申告

16（月）～ 3/16（月） ９時～ 16 時

※3/1（日）以外の土曜・日曜を除く。

（東地区）  …  生涯学習センター 南館１階 講習室

（西地区）  …  役場１階 町民ロビー

子育てサロン

「ちろりん村」

10（火）　10 時 30 分～ 15 時 老人福祉センター「ちとせ」

24（火）　10 時 30 分～ 15 時 老人福祉センター「ちとせ」

リサイクルデー 15（日）
９時～ 11 時 泉山防災広場

９時～ 11 時 立部リサイクルステーション

第 17 回有田町

健康子どもマラソン
22（日） ９時～ 11 時 歴史と文化の森公園
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防災活動車　配備（12 月 24 日）

消防団員等福祉共済の福祉増進事業の一環で、公

益財団法人日本消防協会から有田町消防団へ防

災活動車１台が交付されました。山口修消防団長（上

幸平）は「交付いただき本当にありがたい。住民の避

難誘導などに役立て、今後も災害を発生させない町づ

くりを目指します」と力強く話されました。

平成 26 年　有田町消防出初式（１月 11 日）

町内の消防団員 435 人が集まり、焱の博記念堂で

消防出初式が行われました。式典では、永年勤

続表彰などが行われ、被表彰者の永年にわたる功労を

たたえました。式典後は、歴史と文化の森公園の芝生

広場で観閲式や小隊訓練が行われ、各分団に分かれて

通常点検や停止間の動作の訓練などが行われました。

安全走行を心がけて（12 月 22 日）

佐賀県警の自転車シミュレーターを使った交通安

全教室が、有田中学校と西有田中学校で開催さ

れ、両校の１、２年生約 380 人が参加しました。こ

れは文部科学省の通学路安全推進事業の一環で、町教

育委員会と有田地区交通安全協会が佐賀県警と共同

で開催。生徒の代表者が自転車シミュレーターを使っ

て運転し、事故を起こさないための安全運転と交通ル

ールを学びました。

地域の安全・安心のため（12 月 28 日）

青少年の非行防止と火災予防を目的に、六区見守

り隊（土井溥
ヒロ

及
チカ

隊長）が、歳末特別パトロールを

行いました。隊員の 13 人が３班に分かれ、ＪＲ有田

駅周辺を中心に夜間巡回パトロールを行い、地域の安

全・安心のために尽力されました。

碗灯で新年を（12 月 31 日～１月１日）

年末年始の恒例行事「有田碗灯」が、陶山神社（大

樽）で開催され、札の辻交差点から陶祖・李参

平を祀る陶山神社の境内まで、 磁器でできた約 1,000

個の灯明が参拝客を迎えました。当日は焼いた餅と荒

くすり下ろした大根が入った郷土料理「雪の汁
つ ゆ

」限定

200 杯が振る舞われ、参拝客の体を温めました。

まちの話題
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情
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ー
シ
ョ
ン

情
報
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テ
ー
シ
ョ
ン

　

交
通
災
害
共
済
は
、
万
が
一
自
動

車
事
故
な
ど
の
交
通
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
、
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
共
済
期
間
中
に
ほ
か
の
町

へ
転
出
さ
れ
て
も
期
間
満
了
ま
で
は

効
力
が
あ
り
ま
す
。

※
役
場
窓
口
の
ほ
か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

加
入
資
格
▼
有
田
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方
で
す
。
就
学
の
た
め
に

町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
も

加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
▼
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

※
途
中
か
ら
加
入
す
る
と
き
も
同
額

共
済
期
間
▼
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
者
は
申
込
日
の
翌
日
か

ら
で
す
。

市
町
交
通
災
害
共
済

住
民
課

見
舞
金
▼
最
高
１
０
０
万
円
で
、
ほ

か
の
保
険
や
賠
償
、
自
損
に
関
係
な

く
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
加
入
者
が
、
共
済
期
間
中
に
交
通

事
故
な
ど
で
医
師
の
治
療
を
10
日

以
上
受
け
た
場
合
に
は
、
事
故
の

日
か
ら
２
年
以
内
に
住
民
課
ま
た

は
東
出
張
所
ま
で
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

交
通
遺
児
援
助
一
時
金
▼

こ
の
共
済
に
加
入
し
て
い
る
父
ま
た

は
母
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た

場
合
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も

に
一
時
金
（
１
人
に
つ
き
10
万
円
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法
▼
各
世
帯
へ
配
布
す
る
加

入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
金
を
添
え
て
、
住
民
課
、
東
出
張

所
ま
た
は
沖
縄
県
を
除
く
九
州
内
の

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
の
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
住
民
課☎ 

46
・
２
１
１
４

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

古川学習研究会（古川塾）

TEL 0955-46-2110有田町立部乙2177
MR西有田駅そば

小学生

中学生

高校生

国語・算数・中学英語準備
英語・数学・理科・内申点対策
公立高・高専受験対策
数学（学校の課題指導 他）
大学、専門学校受験対策

日本数学検定実施認定校

　

相
続
・
遺
産
分
割
、
官
公
署
に
提

出
す
る
申
請
手
続
き
な
ど
に
関
し
て

無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
22
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所
▼
伊
万
里
町
公
民
館

　
　
　
（
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
横
）

詳
し
く
は
▼

は
や
し
行
政
書
士
事
務
所　
　
　
　

　
　

☎
42
・
３
０
９
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

佐
賀
県
行
政
書
士
会 

伊
万
里
支
部
　

　

不
動
産
の
相
続
、
売
買
、
登
記
や

債
務
整
理
な
ど
、
司
法
書
士
業
務
全

般
に
関
し
て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
▼
２
月
21
日
（
土
） 

10
時
～
15
時

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

２
０
１
８
年
に
築
城
か
ら
８
０
０

年
を
迎
え
る
唐
船
城
を
舞
台
に
し

た
、
悲
恋
と
笑
い
の
劇
を
公
演
し
ま

す
。
た
だ
今
、
出
演
者
・
裏
方
・
指

導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

劇
団
「
美
・
田
ん
中
」（
野
中
）

☎
０
９
０
・
５
０
８
３
・
５
９
９
９

「
桜
姫
エ
レ
ジ
ー
」
公
演
決
定

出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

有
田
は
が
く
れ
劇
団
「
美
・
田
ん
中
」　

場
所
▼

・	

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

・	

武
雄
市
役
所

当
日
は
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

（
☎ 

０
９
５
２
・
40
・
２
２
２
０
）

※
ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

  

☎ 

０
９
５
２
・
29
・
０
６
２
６

有田町農業委員会委員選挙
立候補予定者事務説明会を開催します

平成 27 年３月 22 日（日）執行予定

日　時 ▶ 　　月　　   日（金）14 時～
会　場 ▶ 有田町役場　３階　第４・５会議室

２ 20 

 有田町選挙管理委員会（総務課内） ☎ 46・2111
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※12 月 16 日から 1 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者  地　区 
西澤　和美（かずみ） 博也・早紀  幸　平
笠山　幸宇（ゆう） 幸平・千華  大　野
川原　璃乃羽（りのは） 翼・有香  戸　杓
幸松　佑貴斗（ゆきと） 勇平・今日子  戸　杓
田中　琉聖（りゅうせい）秀幸・高穂  本　町
冨永　悠平（ゆうへい） 真紀雄・美晴  黒牟田
太田　絢菜（あやな） 剛史・初美  南　原
浦田　結都（ゆいと） 綾太・順子  上　本
前田　統吾（とうご） 稔・貴子  蔵　宿

おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
樋渡　一雄  　　８３           泉　山
前田　ヨシ子  　　９１           桑古場
松尾　富雄  　　８７           戸　矢
下野　キクノ  　　９４           古木場
岸川　八郎  　　９４           境　野
池上　美惠子  　　７２           本　町
丸田　富士子  　　６６           本　町
諸隈　マツエ  　　９０           黒牟田
桑岡　葉子  　　８１           丸　尾
島田　定次  　　８０           南　原
福田　和彦  　　５８           代々木
永留　定子  　　８２           北ノ川内
鹿　　綾子 　　８７           黒　川
金子　敏 　　８０           上内野
松尾　嶺志 　　６０           大木宿
川 保　勝幸  　　６９           立　部
池田　キサト  　　８２           　岳　
前田　君雄  　　８３           山谷切口
松尾　徹（鉄仙）  　　７２           下山谷

人の動き 　　　　   平成 27 年 1 月１日現在

（前月比）　
人　口   20,844 人 （＋　２人）　
男　性 9,760 人 （＋　３人）　
女　性 11,084 人 （－　１人）　
世帯数 7,720 世帯 （＋３世帯）　

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

　

第
17
回
有
田
町
健
康
子
ど
も
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。対
象
は
町
内
在
住
の
小
学
生
で
、

競
技
は
学
年
別
に
行
い
ま
す
。

日
時
▼
２
月
22
日
（
日
）

　
　
　

９
時
～
11
時

場
所
▼
歴
史
と
文
化
の
森
公
園

種
目
▼

・	

小
学
１
・
２
年
生　
　

 

６
０
０
ｍ

・	

同
３
～
６
年
生　

   

１
０
０
０
ｍ

参
加
料
▼
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

受
付
場
所
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

健
康
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

有
田
町
陸
上
競
技
協
会
　

　

指
先
だ
け
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
え
る
、話
題
の
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
）」
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
２
月
16
日
（
月
）

午
前
の
部
：
10
時
～
12
時

午
後
の
部
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
▼
有
田
ケ
ー
ブ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
㈱
会
議
室

対
象
▼
概
ね
50
歳
以
上
の
方

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
講
習
会

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

有
田
シ
ニ
ア
電
脳
倶
楽
部
　

定
員
▼
午
前
・
午
後
各
15
人

参
加
費
▼
８
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

申
込
方
法
▼
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
有
田
シ
ニ
ア
電
脳
倶
楽

部
事
務
局
（
野
中
）

☎ 

０
９
０
・
２
５
１
９
・
１
６
３
８

add s.nonaka@
ruby.plala.or.jp

　

い
つ
で
も 

だ
れ
で
も 

ど
こ
で
も

で
き
る
体
操
で
す
。

日
時
▼
毎
週
月
曜
日

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
有
田
町
文
化
体
育
館

※
老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

元
気
で
長
生
き
を
目
指
し
て

ト
リ
ム
体
操
を
始
め
ま
せ
ん
か

い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
　

「ふるさと納税」御礼

　有田焼創業 400 年祭
事業に活用させていた
だきます。
　誠にありがとうござ
いました。

　       瀬戸口 法生  様
　　   （東京都豊島区）

詳
し
く
は
▼
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ

（
池
田
）　　
　
　

  

☎
46
・
２
９
０
３

た
は
婦
人
の
家

申
込
期
限
▼
２
月
13
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼

有
田
町
陸
上
競
技
協
会
（
後
藤
）

☎ 

０
９
０
・
４
２
９
８
・
８
４
８
９

みどり法 律 事 務 所
弁護士　　鬼橋　正敏　（佐賀県弁護士会所属）

弁護士　　川西　里奈　（佐賀県弁護士会所属）

事務所	 	 〒 843	-	0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663	-	2
	 	 TEL	：	0954	-	22	-	6331　　FAX	：	0954	-	22	-	6332
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久
く

保
ぼ

田
た

 しずく 

平成 26 年２月６日 生まれ

（ 中樽 ）

１歳光
みつ

武
たけ

 秀
しゅう

眞
ま

　くん

平成 26 年２月４日 生まれ
（ 本町 ）

　秀ちゃんお誕生日おめ

でとう♪姉、兄に負けず！

１歳

　弟の洸ちゃんと楽しそ

うに遊んでくれる優しい

下
しも

村
むら

 宗
むね

嗣
つぐ

 くん

平成 24 年２月 18 日 生まれ

（ 赤坂 ）

３歳

お兄ちゃん♪

みんな宗ちゃん

が大好きよ☆

石
いし

橋
ばし

 柊
しゅう

斗
と

　くん

平成 26 年２月 12 日 生まれ
（ 下山谷 ）

１歳

　１歳のお誕生日おめで

とう♪いつもたくさんの
笑顔をありがと

う♪だいすき ♡

元 気 で た く

ま し い 子 に

育ってね☆ 

２月生まれお誕生日おめでとう

お申し込み・お問合わせ：有田ケーブル・ネットワーク㈱

０９５５- ４３- ２５００
※ 表記の金額には消費税が含まれておりません。精算時は消費税がかかります。

全部合わせて月定額（常時接続） （ネットのみ　４，５００円）
ライトコース ブロードコース １６０Ｍコース

（下り最大　128kbps） （下り最大　30Mbps） （下り最大　160Mbps）

１，８００円
４，４００円 ５，８００円
ネットのみ
５，０００円

ネットのみ
６，５００円

ベーシックコース
（下り最大　４Mbps）

光 ハイブリッドインターネット
プロバイダ料・通信料・モデムリース料 ３，４００円

防災行政無線のメール登録をお願いします

防災行政無線を聞き逃した場合で
も、携帯電話に届くメールで内容を
確認することができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス（携帯電話用）

「http://www2.town.arita.saga.jp/apmmail/mob/」
から登録をお願いします。
※ 電話で放送内容を確認するときは  ☎ 46･2961  まで。

ちゃん

　柊斗１歳のお誕生日お

めでとう！パパもママも

柊斗が大好きだよ♪

　これからも笑顔いっぱ

いたくましく育ってね☆

詳しい内容を知りたい方は、「情報公開開示請求」
の申請書を総務課へ提出してください。申請が許
可されると、総務課で閲覧することができます。
なお、個人のプライバシーに配慮が必要な項目は
公開しません。ご了承ください。

詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

■
町
交
際
費 

12
月

項　目 　		金　額 備　考
雑　費 7,373 円 　陶芸協会親睦総会ほか１件
合　計 7,373 円

※ 雑費には、各種組織等の総会などに支出する雑しょうなどが含まれます。

お誕生日おめでとう☆３月生まれ出演者大募集 !!
対 象 者 …３月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・	写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … ２月 10 日（ 火 ）
あ て 先 …	〒 849	-	4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　	
　　　　　　総務課　「	お誕生日おめでとう	」係
　　　　　				E メール　soumu@town.arita.lg.jp
※	応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

加
か

來
く

 遥
はるか

　ちゃん

平成 24 年２月 21 日 生まれ
（ 桑古場 ）

３歳

　お誕生日おめでとう♪

皆に笑顔を与えてくれて

ありがとう♡

これからの成長

も楽しみです♪ 
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　　  第４回「陶ひなコンテスト  in有田」
	 全国の陶芸家、陶芸愛好家が製作した陶磁器（やきもの）製ひな人形の
	 コンテストを開催。出品作品は会場にて展示販売（一部、非売品を除く）します。

【期　間】2月7日㈯〜4月5日㈰
【時　間】9:00〜17:00
【会　場】赤絵町工房	(香蘭社前)
【表彰式】3月1日㈰	13:30〜(会場にて)

 碗琴コンサート 〜有田焼の器を楽器とした演奏会〜
	 有田焼の器が奏でる透明な音色をお楽しみ下さい。

【開催日】3月の日曜日開催（3月1日・8日・15日・22日・29日）	
【時　間】①13:00〜 ②15:00〜 (約30分間)
【会　場】赤絵町工房	(香蘭社前)

町内の交通　 町内の移動はコミュニティバスを
ご利用下さい。
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■ドライブ・アクセス ※波佐見･有田I.Cから町内まで約５分

・太宰府インターより 約80分  ・佐賀大和インターより 約40分
・鳥栖インターより 約60分  ・熊本インターより 約100分
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・早岐駅から特急で有田駅まで(所要時間約15分)
・博多駅から特急みどり(1時間に1本)で有田駅まで(所要時間約1時間20分)
・佐賀駅から特急みどり(1時間に1本)で有田駅まで(所要時間約40分)
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■駐車場情報 
オススメパーキング情報は
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●  第４回「陶ひなコンテストin有田」
●  世界最大 磁器製座りびな七段飾り展示
●  ガイドがご案内！有田の町屋とひな巡り
●  商店会の催し・おもてなし
●  雛まつりを感じる期間限定メニュー
●  さげもん・陶あかり・ひな絵付け体験
●  ひな衣装着付け体験
●  きもので歩こう♪有田のひな祭り
●  おひなめぐりスタンプラリー ほか

しん窯製
［世界最大 磁器製座りびな七段飾り］

お内裏様  高さ:46cm
お雛様  高さ:43cm 

お問合せ:有田観光協会 	

■コミュニティバス
運賃 大人(中学生以上) 200円

　　 小人(小学生)…… 100円 ■有田タクシー
　 □問 TEL 0955-42-3131

交通アクセス

有田の古い町屋が並ぶ
内山地区方面行き

【東方線】

柿右衛門窯・
有田焼卸団地方面行き

【西方線】

有田ポーセリン
パーク方面行き
【南方線】

有田駅前発 有田駅前発 有田駅前発

① 9:00 ① 9:37 ① 10:38

② 10:01 ② 12:12 ② 13:13

③ 11:35 ③ 15:06 ③ 16:07

④ 12:36

⑤ 14:29

⑥ 15:30

⑦ 17:10

※時刻表は土・日・祝日用の時間です。

毎日運行中！

「
今
」へ
つ
な
ぐ
、伝
統

 

雛
に
込
め
て
。

※平日と土・日・祝日では､運行ルートが異なります。

普通自転車:300円/回(1日)

［設置場所］
・上有田駅(原田酒店) ・ろくろ座
・有田館・有田観光協会
・有田駅観光案内所

□問 有田観光協会
TEL0955-43-2121

■レンタサイクル
営業時間：9:00〜17:00

電動アシスト:500円/回(1日)

※電動アシストは一時保証料
　1,000円をお預かりします
  （返却時に返金します）

［設置場所］
・有田駅観光案内所
・有田観光協会

 佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内2-8-1 TEL	0955-43-2121


